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論　　文　　の　　要　　旨

＜目的〉

　臓器奇形の発生過程を知るにはヨ器官発生時期での形態的検討が基礎となる。従来、この方面の

研究は主として2次元での組織学的観察のもとに検討されてきたがラ最近ヨコンピューターの組織

学への利用が進歩しヨ3次元的に検討することが可能となった。そこで，本研究はヨまず連続組織

標本よりコンピューターを用いて器官の3次元立体再構築像を作成する方式を独自に開発し。この

方法用いて先天性膵胆管合流異常と鎖肛の発生機序を3次元的に解析した。

＜方法と対象〉

1）3次元立体再構築システムの開発

　連続切片より入力された組織像より、汎用のUNIXワークステーション上でC言語を用いて3

次元立体再構築像を作成する方法を独自に開発した。

2）胎児の膵胆管合流部および直腸の肛門開口部の3次元的解析

　膵胆管合流部の解析には埋胎児虹日より22週のヒト胎児13例を用いて雪該当部の連続切片の組織

像を入力し雪その3次元像より膵胆管合流部の位置的関係を検討した。

　直腸の肛門開口部の解析には、胎生22日より44日までのブタ胎仔6頭（正常2頭ラ鎮肛2頭、肛

門前庭痩1頭および直腸尿道痩五頭）を用いてヨ当該部位の運続切片の組織像を入力しヲその3次

元再構築像を作成し検討した。
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＜結果および考察〉

　1）3次元立体再構築システムの開発

　器官の3次元的に再構築像を作成するにはヨ器官表面の表現法として微小な三角形の集合像での

表現法が最適であることを証明した。

　またヲ連続切片よりの各入カ像問の整合性を決定する方法としてヨ最も整合する像の近似値をコ

ンピューターにて自動的に算定することによって自動的に整合点を検索する独自の整合法を開発し

た。この基本軸の自動的整合法はラ他に類例を見ない独自の方法でヨ顕微鏡画像のソリッドモデル

による3次元解析の最も重要な基礎的問題を解決できた。

　最後に雪多様な形態に対する対応は寄各入カ像の輸郭を位相幾何学的に処理する新たな方法を開

発した。この方法は従来用いられているChenらのdy蝸m曼ce丑asticconto巫rinterpo1ati㎝method

と同程度の精度をもち害しかも簡便であるところに利点がある。

　以上の新しい方法を開発したことによって雪連続組織標本よりの3次元解析で現在最も問題に

なっている点をほぼ解決できた。従って事これらの方法を取り入れたコンピューターシステムを用

いればラ連続した2次元像さえ入力することによって害複雑な画像をほぼ自動的に3次元再構築を

つくることを可能とした。

　2）胎児の膵胆管合流部および直腸の肛門開口部の3次元的解析

　a）胎児の膵胆管合流部の3次元的解析

　ヒト胎児の胃芽十二指腸ヨ膵臓ヨ胆道ヨ膵管各々をヨ開発した新システムによって3次元再構築

像を作成し害それらの位置的関係を検討した結果ヨ胎児の膵胆管合流部はラ胎生7週以前の胎児で

は十二指腸筋層より外側に位置するが、胎児の成長と共にその内側に位置するようになることが明

らかとなった。

　b）鎖肛ブタ胎仔の直腸肛門部の3次元的解析

　正常胎仔の直腸肛門部ではヨ胎仔の直腸末端であるdOrSa1C1OaCaと成長時の肛門開口部に相当

するtai1grooveとの問に“c王oaca1p1ate”と呼ばれる板状の特異な細胞層の存在することを立体的

に証明した。それに反し寄鎖肛ブタ胎仔の直腸肛門部ではヨdorsa1c1oacaとtai1grooveとの問に

“c1oaca1p1ate”が欠損していることが確認できた。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は菅連続組織切片による顕微鏡画像の3次元解析システムを独自に開発し，奇形の発生遇

程の解析に応用したものである。組織レベルの多数の入力2次元画像よりの3次元再構築像の作成

にはラ各入力2次元画像の基本軸を設定することが必要であるが害未だ満足な整合法は確立されて

いない。本研究はこの未解決の問題に取り組み争コンピューターにより自動的に求める整合法を開

発した。この方法は理論的でありヨ汎用性があるので、今後の多方面での3次元解析に応用可能で

ありヨこの点からも本論文は高く評価される。本論文ではヲこの新しいシステムを用いることによっ
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て雪鎖肛の発生機序についてのV舶der　P就teの説を見事に立証した。

　以上雪本論文は雪遵続組織切片を用いた3次元解析に汎用性のある新しいシステムを開発し宙奇

形発生解明には勿論、その他の分野の3次元解析にも技術的に大きく貢献した点でヨ博士（医学）

学位に相当する論文と結論した。

　よって事著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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